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災害が起きたとき、要配慮者によって困ることはさまざまであり、一人ひとりの状態に合わせた

支援が必要です。周りにいる皆さんは、その人が何に困っているのか、今どうしてほしいのか

コミュニケーションを取りながら、支援を行ってください。
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保護が必要なこども
ほ ご ひつ よう妊産婦・乳幼児が

いる人

にん さん ぷ にゅうよう じ

ひと

●周囲の様子をメ

モ、携帯電話の

メール画面に入

力して伝える。

しゅう い

けい たい でん わ

が めん にゅう

つたりょく

よう す

●声をかけて落ち

着かせ、一緒に

避難所へ行く。

●妊産婦の人や乳

幼児を抱えての

避難は大変なた

め、手荷物などを

持ち一緒に逃げ

る。

も じ

よ あ

つた

つう ろ ほ こう

き

もの

し

●文字によるお知

らせは読み上げ

て伝える。

●通路などに歩行

のさまたげにな

る物がないか、

気をつける。

●正面から声をか

け周囲の様子を

伝える。

●ひじを持っても

らい、支援者が

半歩先に立って

誘導する。
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SOSカードはいざというときに自分の情報や、手助けしてもら

いたいことを伝えるためのカードです。

災害時に周囲の人にカードを見せて、自分の情報を伝えましょう。
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避難所

では

災害時に配慮が必要な人へ
さい がい じ はい りょ ひつ よう ひと

こえにん

よう

ひ なん たい へん

て

も にいっ しょ
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じ かか

さん ぷ ひと にゅう

しょつ いっ

いじょひ なん

お

●親と離れ1人の

場合、やさしく声

をかけて困って

いることを聞く。

●言葉かけやスキ

ンシップなどで

安心感を与える。

おや はな

き

こえ

こま

ば あい

かん あたしんあん

こと ば

ひとり

●安心して授乳が

できるよう、つい

たてなどでプラ

イバシーを保護

する。

あん しん

ほ ご

じゅにゅう

●音声や放送によ

るお知らせは、

メモや携帯電話

のメール画面、

身振りで伝える。
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そうほう
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め

に

ひ なん じょ

ふ じ ゆう ひと

中央のページ
SOSカード

あなたの助けが必要です
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災害時
さいがい じ

避難所
ひ なんじょ

私は耳が不自由です
みみ

わたし
ふ じ ゆう

身振りや筆談で状況を教えてください。
ひ なん じょ

避難所での放送によるお知らせは

筆談で教えてください。

ひ なん じょ
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周囲とのコミュニケ

ーションが苦手な人

しゅう い

にが て ひと 体が不自由な人
からだ ふ じ ゆう ひと

●車いすや担架を

利用したり、数人

で抱えたりして

逃げる。

●外見からは障害

があることが分

かりません。本

人の要望を聞

き、一緒に逃げ

る。

●荷物などを持ち

一緒に逃げる。

●通院が困難にな

ると命にかかわ

る場合があるた

め、医療関係者

に避難している

ことを伝える。

●おむつ交換が必

要なときは、つ

いたてなどでプ

ライバシーを保

護する。

日本語に不慣れな

外国人

に ほん ご ふ な

がい こく じん 持病・障害のある人
じ ひとびょう しょうがい 介護が必要な

高齢者

かい ご

こう れい しゃ

ひつ よう

●普段から慣れ親

しんでいる人が

手助けする。

●気持ちを落ち着

かせ、避難が必要

なことを絵や身

振りで伝える。
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かか

に

たん か

●絵や身振りで周

囲の様子や避難

方法を伝える。
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●文字、放送による

お知らせは簡単

な絵や身振りで

伝える。

●掲示板などの張り

紙はできるだけ多

言語で書く。

も じ

し かん たん

え

じ ばん はけい

がみ た

ごげん か

み ぶ

つた

そうほう

●車いすが通れる

ように通路を確

保する。

つう ろ かく

ほ

くるま とお

●ゆっくりと声を

かけて不安を取

り除き、どのよ

うな手助けが必

要か聞く。

ふ あん と

だす ひつ

のぞ

て

よう き

こえ

ヘルプマークとは援助や配慮を必要としている方々がマークを見た周囲の方に支援を促すマーク

です。このマークを見かけましたら、電車やバス内で席をゆずる、困っているようであれば声をかけ、

災害時は安全に避難するための支援等、思いやりのある行動をお願いします。

み                                                        でん しゃ                           ない         せき                                        こま                                                                                  こえ

さい がい  じ           あん  ぜん           ひ   なん                                            し   えん など        おも                                                  こう  どう                  ねが

えん  じょ          はい りょ          ひつ  よう                                          かた  がた                                             み          しゅう い            かた            し   えん        うなが

ヘルプマーク

①反応（意識）を確認
はん のう い しき かく にん

②助けを呼ぶ
たす よ

③呼吸の確認
かくこ きゅう にん

④胸骨圧迫

※講習を受けて人工呼吸の技術を身に付け、人工呼吸を行う意思があり、感染症による感染リスクがないと判断した場合に実施
こうしゅう        う                  じんこう   こ きゅう        ぎ じゅつ        み            つ              じん こう  こ きゅう     おこな        い     し                             かん せんしょう                      かんせん                                                      はん だん                 ば  あい        じっ   し

あっこつきょう ぱく

⑦AEDを使う
つか

⑤人工呼吸※
こ きゅうじん こう

⑥心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸※）の継続
ぱい そ せい きょう こつ あっ ぱく じん こう こ きゅう けい ぞくしん

最寄りの消防署にお申し込みください。希望の場所で応急手当出前講座を行います（無料）。

受講者は市内在住・在勤・在学の人で10人以上集まる講習を対象としています。

む りょう

じゅ こう しゃ し ない ざいじゅう ざい きん ざい がく ひと にん い じょうあつ こうしゅう たい しょう

も よ しょうぼう しょ もう こ き ぼう ば しょ おうきゅう て あて で まえ こう ざ おこな

支援のワンポイント
し えん

心肺蘇生とAEDの使用手順
しん ぱい そ せい し よう て じゅん

あなたのまちで

応急手当を教えます
おうきゅう て あて おし

茨木市

い。


